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第 9 章 大分県の事例－シルバー人材センターとの連携－ 

 

第 1 節 地域のすがた 

 本章では、大分県の事例を紹介する1。図表 9-1 で示しているように、大分県は卸売・小売

業を筆頭に、製造業や宿泊・飲食サービス業、医療・福祉が中心的な産業になっている。ま

た、鉄・化学・石油といった素材型産業や半導体・自動車の加工組立型産業の企業を積極的

に誘致してきているのも特徴である（図表 9-2）。 

 

図表 9-1 大分県の産業別従事者数及び事業所数 

 
 出所：総務省「平成 26 年経済センサス‐基礎調査」より筆者作成。 

  

                                            
1 大分県のヒアリング調査では、大分県商工労働部雇用労働政策課の後藤豊氏・甲斐昭臣氏・長谷部貴志氏・榮

岩祐介氏、大分県シルバー人材センター連合会の藍畑則文氏・髙山修一氏・堤喜代司氏、大分市シルバー人材セ

ンターの幸野正市氏にご協力いただいた。調査に応じてくださった皆様には記して謝意を表したい。また、本調

査は 201７年 11 月 9 日・10 日に実施されたものであり、本報告は調査時点の内容であることに留意されたい。 
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図表 9-2 大分県の産業集積 

 
出所：大分県「2017 年度版大分県企業立地のご案内（パンフレット）」より引用。 

  

 一方で、図表 9-3 に示すように、大分県の人口は一貫して少子化・高齢化が進んでおり、

労働力不足や高齢者の生活の支え手不足が問題になっている。 

  

図表 9-3 大分県の各年齢階層の人口推移（人） 

 
 出所：大分県「平成 28 年版 大分県の人口推計報告」より筆者作成。 
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 こうしたこともあって、福岡県の先進的な動き2に追随する形で、高齢者の就業支援を県単

位で行ってきた。ここでは、生涯現役促進地域連携事業（以下、「連携事業」と表記）および

シルバー人材センターの現状という点から紹介する。 

 

第 2 節 生涯現役促進地域連携事業の概要 

 

1 連携事業にさきがけた取組 

 大分県は、前述のように、福岡県の先進的な動きもあって、連携事業にさきがけ、2012 年

度には 40 歳以上の求職者を対象とした「大分県中高年齢者就業支援センター」の設置、2015

年度に高齢者雇用だけでなくボランティアも視野に入れた「大分県 70 歳現役社会推進研究会」

の立上げを行ってきた（全体的な流れは図表 9-4 を参照）。 

 

図表 9-4 大分県と九州・山口の政策の流れ 

大分県 九州・山口 

2012 年 4 月 
大分県中高年齢者就業支援 

センター設置 
2013 年 8 月 

九州地域戦略会議にて 

70 歳現役社会づくり協議 

2014 年 7 月 
第 1 回「70 歳現役社会づくり

庁内研究会」 
2013 年 10 月 

九州地方知事会にて 

70 歳現役社会づくりを 

政策連合のテーマに 

2014 年 9 月 
第 2 回「70 歳現役社会づくり

庁内研究会」 
2014 年 4 月 

「九州・山口“70 歳現役社会

づくり”研究会」発足 

2015 年 8 月 
第 1 回「大分県現役社会推進

研究会」 
2015 年 6 月 

九州・山口 70 歳現役社会 

推進協議会創設 

2015 年 10 月 「機運醸成講演会」 2015 年 10 月 
九州・山口 70 歳現役社会 

推進協議会第 1 回幹事会 

2016 年 2 月 
第 2 回「大分県現役社会推進

研究会」 
  

2016 年 6 月 
大分県シニア雇用推進協議会

設立 
2016 年 7 月 

九州・山口 70 歳現役社会 

推進協議会第 2 回幹事会 

2016 年 7 月 
大分県シニア雇用推進 

オフィス開設 
  

2016 年 10 月 
生涯現役促進地域連携事業 

受託 

出所：ヒアリング当日配布資料より筆者作成。 

                                            
2 「第 7 章 福岡県の事例－市町村との協力関係－」を参照。 
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また、連携事業に備え、2016 年 6 月に大分県シニア雇用推進協議会を設置し（図表 9-5）、

7 月には県単独の事業として「大分県シニア雇用推進オフィス」を設置していた（連携事業

の採択は 10 月）。これは、正規職員 1 名とシニア雇用推進員（非常勤職員）1 名を置き、企

業向けの啓発を中心に行っていくものである（「大分県シニア雇用推進オフィス」の概念図は

図表 9-6）。 

 

図表 9-5 大分県シニア雇用推進協議会概念図 

 

出所：「大分県ホームページ「「大分県シニア雇用推進協議会」のご案内」」 

（http://www.pref.oita.jp/soshiki/14580/oita-senior-kyogikai.html）より引用。 
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図表 9-6 大分県のシニア雇用に関わる体系図 

 
 出所：ヒアリング当日配布資料より引用。 

 

また、「大分県シニア雇用推進協議会」は図表 9-7 に示すメンバーによって構成されてい

る。 

 

図表 9-7 「大分県シニア雇用推進協議会」構成メンバー 

大分県経営者協会 

経済団体 

大分県商工会議所連合会 

大分県商工会連合会 

大分県中小企業団体中央会 

大分経済同友会 

日本労働組合総連合会大分県連合会 労働団体 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構大分支部

関係団体 
（公財）産業雇用安定センター大分事務所 

（公財）大分県総合雇用推進協会 

（公社）大分県シルバー人材センター連合会 

（社福）大分県社会福祉協議会 地方公共団体 

出所：「大分県ホームページ「「大分県シニア雇用推進協議会」のご案内」」 

（http://www.pref.oita.jp/soshiki/14580/oita-senior-kyogikai.html）を筆者が編集、修正。 
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県は、県内のほとんどの市町村が人員不足のため高齢者雇用に向けて動き出せていないた

めに、先陣を切って取組もうという動機から、連携事業を県単位で実施するに至っている。 

県の見解としては、2016 年度より前は企業側があまり高齢者雇用に積極的ではなく、企業

啓発に力を入れてきたが、それ以降になると、人手不足感から 60 歳以上の人材を求める声が

上がり始めたという。そこで、県は高齢者の潜在的労働力の掘り起こしやマッチングに力点

を移していった。 

 

2 就職面談会 

県の連携事業の成果として著しいものは、2017 年 10 月 26 日に実施された「シニア世代の

ための就職面談会 2017」（以下、「面談会」と表記）である。前述のとおり、市町村がまだ積

極的に高齢者雇用に向けた動きを見せていない一方で、面談会の参加者が企業 48 社、求職者

310 人に上るなど大盛況となり、高齢者層にかなりの潜在的労働力が眠っていたことがうか

がえる。面談会は、高齢者に対しては新聞広告や折込チラシ（図表 9-8）が効果的だったと

いう。ハローワークやシルバー人材センターもＰＲに協力的だったという。 

 また、企業については、シニア雇用推進員の働きかけにより、参加を募っていた。このシ

ニア雇用推進員（非常勤職員）は、かつて「ジョブカフェおおいた」で企業向け支援業務を

担当し、「おおいた産業人財センター」のセンター長も勤めていた経験があり、企業との信頼

関係やニーズを把握した上での呼びかけによって、この参加数をもたらしたという。面談会

は企業側の反応も良く、事業終了後も面談会は継続していく方針である。その一方で、製造

業の参加率が悪く、今後はそうした業種にも何らかの啓発を行っていくことが必要になる可

能性がある。 
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図表 9-8 面談会の新聞折込チラシ 

 
 出所：ヒアリング当日配布資料より引用。 

 

3 周知・広報の取組 

 面談会のポスター、チラシに加え、大分県では、地元雑誌社が発行する雑誌に記事を載せ

ている。この記事では、多分野にわたる具体的な高齢者の就労事例を、就労している高齢者

自身の声を通じて詳しく紹介している。そこでは、高齢者が働くことにおけるポイントも紹

介されており、高齢者の就労を啓発する効果を高めている。前述のポスター、チラシや雑誌

記事の例に見られるように、大分県の事例は広告に大きく力を入れているものであることが

うかがえる。 

 

第 3 節 大分市シルバー人材センターの取組 

 

 大分県では、県の有効求人倍率が 1.45（2017 年 12 月分）に達しており3、民間企業が人材

確保のため高齢者の引き止めに動くこともあって、大分市シルバー人材センター（以下、「シ

ルバー」と表記）会員登録者数は微増状態に留まっている（図表 9-9）。 

  

                                            
3 大分労働局「大分県の雇用情勢 平成 29 年 12 月分」（http://oita-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/news_topics/houd

ou/2017houdou/_121456.html）参照。 
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図表 9-9 シルバー会員数と職業安定所における有効求人倍率 

 

 

出所：大分労働局「大分県の雇用情勢 平成 29 年 2 月分」 

（http://oita-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/news_topics/houdou/2016houdou/20160414koyo.html）、大分

県シルバー人材センター連合会「平成 29 年度版（平成 28 年度実績） シルバー人材センター事業

運営状況」より筆者作成。 

 

また、会員は、健康上の問題や介護の必要でやむを得ない場合を除けばほとんどの登録者

が働いている状況（図表 9-9 を参照）で、これ以上就業率の伸びしろがないのが現状である。

そこで、シルバーでは、ラジオＣＭを流したり「二豊ジャーナル」という団地新聞に広告を

載せたりする等、入会者数を伸ばす取組みを行っている。また、第 2 節 2 で述べた面談会に

ブースを出す試みも行っていた。この面談会ブースでは 40 名以上の高齢者が訪れたというこ

とで、企業での就労に関心のある者も、シルバーおよび、シルバーでの臨時的・短期的な就

業や軽易な業務に係る就業に代表される働き方に関心を持っていることが明らかになった。
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また、退会抑制のための対策として、シルバーでは年 2 回、300 名程度を対象に、就業でき

るか否かの確認電話を行っている。また、会員（特に女性）の就労ニーズに合わせた就業先

を積極的に提案することも考えているという。  

 ここでは、有効求人倍率の上昇にともない企業による雇用の動きも高まる中で、シルバー

と人手を取り合うような形になってしまっていることがうかがえる。 

 

第 4 節 大分県シルバー人材センター連合会の取組 

 

 大分県シルバー人材センター連合会は 2 つの技能講習を行っている。高齢者スキルアッ

プ・就業促進事業による技能講習と、高齢者活躍人材育成事業による技能講習である。 

 

1 高齢者スキルアップ・就業促進事業による技能講習 

 これは、大分労働局から受託したもので、ハローワークと連携し、55 歳以上のハローワー

ク求職申込み者に対し、技能講習を行い、修了後に面接会を開くものである（図表 9-10）。 

 

図表 9-10 高齢者スキルアップ・就業促進事業による技能講習 

  

出所：大分県シルバー人材センター連合会「各種技能講習のご案内 高齢者スキルアップ・就業促進事業

のご案内」（http://www.o-sjc.com/course/senior.php）より引用。 
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2 高齢者活躍人材育成事業による技能講習 

 これは、地域の高齢者が活躍できるように、60 歳以上の高齢者を対象に、育児・介護支援

分野などの人手不足分野において、シルバー人材センター会員として派遣就業するために必

要な基礎知識・基礎技術を学ぶことができるもので、地元のシルバー人材センター会員にな

ってもらうための勧誘を兼ねているものである（図表 9-11）。講習参加者のうち、会員にな

る者は 2〜3 割程度となっている。また、この講習にはハローワーク求職者も参加できる。こ

の講習の認知度はあるものの、従来のシルバー人材センターついての草刈りや剪定のイメー

ジを払拭し、参加者数を増大させることが課題となっている。 

 

図表 9-11 高齢者活躍人材育成事業による技能講習 

  

出所：大分県シルバー人材センター連合会「各種技能講習のご案内 高齢者活躍人材育成事業のご案内」

（http://www.o-sjc.com/course/kourei.php）より引用。 

 

 高齢者スキルアップ・就業促進事業による技能講習、および高齢者活躍人材育成事業によ

る技能講習の実施状況は図表 9-12 のようになっている。 
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図表 9-12 技能講習の実施状況 

地
域 

高齢者スキルアップ・就業促進事業による技能講習 高齢者活躍人材育成事業による技能講習 

講習名 定員 実施期間 講習名 定員 実施期間 

大
分
市 

介護職員初任者研修① 15 
2017 年 6 月 5 日

〜7 月 31 日 
育児従事者講習 8 2017 年 7 月 26 日 

介護職員初任者研修② 15 
2017 年 10 月 16 日

〜12 月 12 日 
学童保育従事者講習 10 2017 年 9 月 7 日 

調理スタッフ養成講習 15 
2017 年 10 月 11 日

〜10 月 30 日 
介護送迎運転手講習 15 2017 年 10 月 25 日 

ガーデン・緑地技能者講習 15 
2018 年 2 月 6 日

〜2 月 16 日 
遺跡発掘講習 20 

2017 年 12 月 12 日 
〜12 月 15 日 

由
布
市

調理スタッフ養成講習 15 
2017 年 6 月 19 日

〜7 月 7 日 
      

別
府
市 

介護職員初任者研修 15 
2017 年 9 月 19 日

〜11 月 14 日 
林業・木材製造支援講習 10 

2018 年 2 月 1 日 
〜2 月 6 日 

調理スタッフ養成講習 15 
2017 年 9 月 7 日

〜9 月 29 日 
遺跡発掘講習 20 

2017 年 11 月 7 日 

〜11 月 10 日 

クリーンスタッフ養成講習 15 
2018 年 10 月 17 日

〜10 月 31 日 
      

日
出
町

      学童保育従事者講習 10 2017 年 12 月 1 日 

杵
築
市

      林業・木材製造支援講習 10 
2017 年 7 月 4 日 

〜7 月 7 日 

国
東
市

      育児従事者講習 8 2017 年 6 月 21 日 

豊
後

高
田
市

フォークリフト技能講習 15 
2017 年 7 月 21 日

〜11 月 10 日 
林業・木材製造支援講習 10 

2017 年 11 月 21 日 
〜11 月 27 日 

宇
佐
市 

パソコン講習（商品管理） 15 
2017 年 10 月 30 日

〜11 月 10 日 
学童保育従事者講習 10 2017 年 10 月 6 日 

中
津
市

調理スタッフ養成講習 15 
2017 年 9 月 7 日

〜9 月 29 日 
育児従事者講習 8 2017 年 8 月 2 日 

フォークリフト技能講習 15 
2017 年 12 月 15 日

〜12 月 22 日 
介護送迎運転手講習 15 2017 年 9 月 13 日 

日
田
市

介護職員初任者研修 15 
2017 年 8 月 1 日

〜10 月 6 日 
学童保育従事者講習 10 2017 年 8 月 24 日 

クリーンスタッフ養成講習 15 
2017 年 11 月 10 日

〜11 月 22 日 
林業・木材製造支援講習 10 

2017 年 9 月 19 日 
〜9 月 25 日 

豊
後 

大
野
市

調理スタッフ養成講習 15 
2017 年 9 月 1 日

〜10 月 6 日 
学童保育従事者講習 10 2017 年 8 月 24 日 

ガーデン・緑地技能者講習 15 
2017 年 6 月 12 

〜6 月 22 日 
      

臼
杵
市

調理スタッフ養成講習 15 
2017 年 6 月 28 日

〜7 月 27 日 
育児従事者講習 8 2018 年 1 月 23 日 

佐
伯
市

介護職員初任者研修 15 
2017 年 8 月 22 日

〜10 月 27 日 
育児従事者講習 8 2017 年 11 月 1 日 

クリーンスタッフ養成講習 15 
2018 年 1 月 18 日

〜1 月 30 日 
林業・木材製造支援講習 13 

2017 年 10 月 10 日 
〜10 月 16 日 

出所：大分県シルバー人材センター連合会「各種技能講習のご案内 高齢者スキルアップ・就業促進事業のご案

内」（http://www.o-sjc.com/course/senior.php）、大分県シルバー人材センター連合会「各種技能講習のご

案内 高齢者活躍人材育成事業のご案内」（http://www.o-sjc.com/course/kourei.php）より筆者作成。 
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 大分県では、なかなか高齢者雇用の拡大に向けた動きが市町村単位で進んでいないため、

県が主導して連携事業に取り組んでいた。県の連携事業は、特に事業の PR に力を入れてお

り、面談会で高齢者の大規模な動員（310 人）を達成し、それが実った形になっていた。ま

た、「大分県シニア雇用推進オフィス」に企業に顔が広い人材を職員として登用することで、

面談会に 48 社もの参加を可能にしていた。大分市シルバー人材センターでは、高い有効求人

倍率のために会員の確保が課題となっており、各種広告や電話による会員への確認を行って

新規勧誘及び退会引止めを図り、会員数を維持することに努めていた。県のシルバー人材セ

ンター連合会では、高齢者スキルアップ・就業促進による技能講習、高齢者活躍人材育成事

業による技能講習を行っていた。特に後者はシルバー会員を増やし、人手不足分野でのシル

バー派遣就業の拡大を目的としているが、受講者の確保が課題となっている。 

 大分県の事例（特に、連携事業）では、新聞を中心とした広告の戦略が功を奏しているこ

とがわかる。また、シニア雇用推進員に多くの企業とのパイプをもつ人材を採用することで、

面談会に企業を参加させることを通して、高齢者雇用への啓発を推し進めていた。その一方

で、有効求人倍率が高く民間での高齢者雇用が進むことで、シルバー人材センターは会員の

確保が課題となっている実態があった。連携事業による取組は、県がシルバー人材センター

やハローワークとどのように連携していくことが効果的なのかを考えさせられる事例であっ

たと言えよう。 
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